
3
月
11
日
�
午
後
2
時
46
分
に

発
生
し
た
宮
城
県
三
陸
沖
を
震
源

と
す
る
巨
大
地
震
は
、
国
内
観
測

史
上
最
大
の
地
震
で
、
東
北
か
ら

関
東
地
方
に
か
け
て
大
き
な
揺
れ

と
大
津
波
を
引
き
起
こ
し
、
未
曾

有
の
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
同
日
午
後
3
時
に
町

長
を
本
部
長
と
す
る
「
伊
奈
町
災

害
対
策
本
部
」
を
設
置
し
、
地
震

に
よ
る
町
内
の
被
害
状
況
の
確
認

お
よ
び
被
害
家
屋
調
査
、
道
路
等

復
旧
作
業
等
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
13
日
に
は
東
京
電
力
の

計
画
停
電
へ
の
対
応
、
17
日
に
は

埼
玉
県
か
ら
の
避
難
所
確
保
の
緊

急
要
請
に
基
づ
き
「
ゆ
め
く
る
」

を
一
時
避
難
所
に
決
定
し
、
避
難

者
を
受
け
入
れ
る
と
と
も
に
生
活

支
援
・
情
報
の
提
供
等
の
対
応
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

屋
根
瓦
の
一
部
損
壊
　
　
　
38
軒

※
希
望
さ
れ
た
方
に
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
を
配
布
し
ま
し
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
倒
壊
　
　
6
か
所

電
線
の
切
断
　
　
　
　
　
2
か
所

停
電
　
　
　
　
　
　
　
　
　
13
軒

南
小
学
校
受
水
槽
破
損

人
的
被
害
は
な
し

地
震
発
生
直
後
、
町
内
小
・
中

学
校
お
よ
び
ふ
れ
あ
い
活
動
セ
ン

タ
ー
（
ゆ
め
く
る
）
の
8
か
所
に

町
の
避
難
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

避
難
所
に
は
15
名
の
方
が
一
時
避

難
さ
れ
ま
し
た
が
、
翌
日
の
午
前

8
時
に
は
す
べ
て
の
方
が
自
宅
に

戻
ら
れ
ま
し
た
。

上
越
新
幹
線
が
丸
山
駅
付
近
で

地
震
に
よ
り
緊
急
停
止
し
た
た
め
、

乗
客
1,
0
9
4
人
が
栄
北
高
校

に
一
時
避
難
し
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
町
で
は
次
の
支
援
を
行
い
ま

し
た
。

毛
布
　
　
　
　
　
1,
2
0
0
枚

保
存
水
　
　
　
　
　
　
4
0
0
本

炊
き
出
し

（
お
に
ぎ
り
1,
4
0
0
個
）

粉
ミ
ル
ク
・
紙
お
む
つ
等

保
健
師
等
の
職
員
の
派
遣

3
月
13
日
午
後
8
時
ご
ろ
、
テ

レ
ビ
報
道
に
よ
り
計
画
停
電
が
発

表
さ
れ
た
た
め
、
午
後
10
時
に
町

長
お
よ
び
関
係
課
長
等
に
よ
る
計

画
停
電
対
策
会
議
を
開
催
し
、
各

公
共
施
設
の
業
務
対
応
な
ど
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。
決
定
し
た

計
画
停
電
の
内
容
を
、
防
災
行
政

無
線
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ

り
周
知
し
た
ほ
か
、
3
月
15
日
・

30
日
の
2
回
、
東
京
電
力
の
情
報

を
区
長
を
通
し
て
全
戸
配
布
し
ま

し
た
。

な
お
、
今
後
の
電
力
総
量
規
制

に
つ
い
て
は
、
庁
内
に
組
織
を
立

ち
上
げ
対
応
す
る
予
定
で
す
。

3
月
14
日
か
ら
町
内
公
共
施
設

14
か
所
に
募
金
箱
を
設
置
す
る
と

と
も
に
、
各
区
長
を
通
じ
て
町
民

の
皆
様
に
義
援
金
の
協
力
を
お
願

い
し
ま
し
た
。

各
区
ご
と
に
お
願
い
し
て
い
る

義
援
金
は
含
ま
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

後
日
、
報
告
い
た
し
ま
す
。

※
義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
に

送
金
し
て
お
り
ま
す
。

4

このたびの東日本大震災により亡くな
られた方々に謹んで哀悼の意を表すると
ともに、被災された皆様や関係者の皆様
に心よりお見舞いを申し上げます。被災
地の一日も早い復旧と復興をお祈り申し
上げます。
また町民の皆様には、義援金のご協力、
ゆめくる一時避難者への支援、災害支援
物資の提供など、多くの皆様にご協力を
いただきました。厚くお礼を申し上げま
す。
まだまだ余震も続いております。地震
はいつ発生するかわかりません。町民の
皆様には、それぞれのご家庭や地域で一
層の防災の取り組みを進めていただきま
すようお願い申し上げます。

1
町
内
の
被
害
状
況

4
節
電
対
策

5
募
金
箱
の
設
置
お
よ
び
義
援

金
の
お
願
い

3
上
越
新
幹
線
運
転
停
止
に
よ

る
乗
客
の
一
時
避
難

（
栄
北
高
校
）

2
避
難
所
の
開
設

町では、埼玉県町村会を通じ義援金として�
150万円を被災地へ送金しました。�

東日本大震災への町の対応について�東日本大震災への町の対応について�東日本大震災への町の対応について�
03　生活安全課19２２８１�

募
金
箱
に
よ
る
義
援
金
総
額

（
5
月
16
日
現
在
）

3,
0
8
5,
1
8
4
円
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3
月
16
日
の
埼
玉
県
か
ら
の
一

時
避
難
所
確
保
の
緊
急
要
請
に
基

づ
き
、
翌
17
日
災
害
対
策
本
部
会

議
を
開
催
。
ふ
れ
あ
い
活
動
セ
ン

タ
ー
（
ゆ
め
く
る
）
を
一
時
避
難

所
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
受
け

入
れ
準
備
を
行
い
ま
し
た
。

3
月
20
日
か
ら
、
福
島
県
の
被

災
者
7
家
族
21
名
を
受
け
入
れ
、

生
活
支
援
と
情
報
提
供
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
被
災
地
の
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
復
旧
、
職
場
の
再
開
な

ど
に
よ
り
す
べ
て
の
方
が
退
所
さ

れ
た
た
め
、
4
月
30
日
を
も
っ
て

一
時
避
難
所
を
閉
鎖
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
多
く
の
町
民
の
皆
様

か
ら
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

3
月
19
日
に
埼
玉
県
を
通
じ
て

被
災
地
へ
の
物
資
の
提
供
を
行
い

ま
し
た
。

保
存
水
　
　
　
　
2,
0
0
0
本
　

毛
布
　
　
　
　
　
　
　
1
0
0
枚

ア
ル
フ
ァ
米
　
　
1,
0
0
0
食

缶
詰
パ
ン
　
　
　
1,
0
0
8
食

サ
バ
イ
バ
ル
フ
ー
ズ
　
9
0
0
食

5

7
被
災
地
へ
の
物
資
支
援

6
ふ
れ
あ
い
活
動
セ
ン
タ
ー

（
ゆ
め
く
る
）
一
時
避
難
所

に
つ
い
て5 月10日にJR東日本大宮支社長が町長を表敬訪問

しました。
これは、東日本大震災で上越新幹線が緊急停止し
たため、乗客が栄北高校に一時避難した際、町から
毛布やおにぎりの提供、保健師等の職員を派遣した
ことに対するお礼のために来庁したものです。

ＪＲ東日本大宮支社長が表敬訪問�

　もしもの時に備えて、非常持出品の準備や避難先の
確認など万全を期しておきたいものです。日ごろの心
がけが、いざというとき大きな差となって現れます。�
 1 　家具の転倒防止・落下防止、ガラスの飛散防止�
 2 　飲料水、食料などの備蓄�
 3 　非常持出品の準備�
 4 　避難ルートの確認�
 5 　家庭で防災について話し合う�
 6 　日ごろから近所の住民とのコミュニケーション
を図る�

 7 　自主防災組織などへの積極的な参加�
 8 　住宅の耐震化�
�
�
　地震による被害を最小限にできるかどうかは、日ご
ろの備えとともにその瞬間にどれだけ適切な行動をと
れるかにかかっています。�
 1 　まず、身の安全を�
 2 　火の始末�
 3 　ドアや窓を開け出口を確保�
 4 　火が出たら素早く消火を�
 5 　あわてて外に飛び出さない�

丸山�
下郷�
 �
栄南�
栄中央�
栄北�
綾瀬東�
綾瀬南�
綾瀬北�
　�
志久�
南本�
北本�
 �
小貝戸�
中央�
 �
柴中荻�
若榎�
大山�
　�
大針�
細田山�
 �
羽貫�
小針新宿�
小針内宿�
光ヶ丘�

対象行政区�拠点避難所 �

小針中学校�

小針小学校�
小針北小学校�
県立伊奈学園総合高等学校�

小室小学校�

伊奈中学校�

国際学院高等学校�
日本薬科大学�

南中学校�

南小学校�
栄北高等学校�
ふれあい活動センター�

①地震に備えて�

②地震から身を守る心得�

避難所一覧�

地震対策�
していますか？�
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